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	抗原情報
	背景
	この遺伝子はシチジンデアミナーゼ遺伝子ファミリーのメンバーです。これは、22番染色体上の遺伝子重複に起因すると考えられるクラスターに存在する7つの関連遺伝子または擬似遺伝子の1つです。クラスターのメンバーは、CからUへのRNA編集シチジンデアミナーゼAPOBEC1と構造的および機能的に関連するタンパク質をコードします。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、他のファミリーメンバーのような亜鉛結合活性を欠いています。このタンパク質は、ウイルスなどの外来DNAの伝播を制限することで免疫の役割を果たします。外来DNAの伝播を制限するメカニズムの1つは、外来二本鎖DNAのシチジンをウリジンに脱アミノ化し、DNAを分解することです。しかし、抗ウイルス効果はデアミナーゼ活性に依存しないことから、他のメカニズムも関与していると考えられています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっています。 [提供 b補因子：亜鉛。, 機能：少なくともRNA分子（単量体ヌクレオシド基質または合成アポB RNA鋳型）に対してはシチジンデアミナーゼ活性を欠く。in vitroにおいてHIV-1の感染性を低下させることはできない。, その他：22番染色体上の遺伝子重複に起因すると考えられるクラスターに存在する7つの関連遺伝子または擬似遺伝子の1つである。, 類似性：シチジンおよびデオキシシチジル酸デアミナーゼファミリーに属する。, 組織特異性：末梢白血球およびケラチノサイトで発現する。,
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	APOBEC3A抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	APOBEC3Aポリクローナル抗体を用いたJurkat細胞のウェスタンブロット解析

